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全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、

3
月
12
日
13
時
30
分
か
ら
芝
浦

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

お
い
て
だ
26
第
2
回
中
央
港
湾

団
交
を
開
催
し
た
。

団
交
は
、
前
回
の
組
合
側
の

要
求
提
出
に
対
し
て
、
業
側
の

回
答
を
受
け
た
。

大
ま
か
な
業
側
回
答
の
一
部

は
、
要
旨
次
の
通
り
。

・
産
別
最
賃
関
す
る
東
京
地
裁

判
決
対
す
る
日
港
協
側
の
控
訴

が
、
組
合
側
の
主
張
で
あ
る
、

組
合
権
の
侵
害
に
あ
た
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
日
港
協
は
産

別
協
議
体
制
・
良
好
な
労
使
関

係
の
維
持
を
主
張
し
て
い
る
。

緊
急
命
令
に
は
、
19
春
闘
要
求

で
の
産
別
最
賃
で
履
行
済
み
と

考
え
る
。

・
25
春
闘
要
求
の
産
別
最
賃
に

つ
い
て
は
、
裁
判
が
確
定
し
て

い
な
い
の
で
回
答
で
き
な
い
。

・
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、
各
社

誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
る

と
考
え
る
が
、
各
社
の
諸
事
情

が
異
な
る
こ
と
か
ら
個
別
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

・
産
別
制
度
賃
金
も
裁
判
の
結

果
が
出
て
い
な
い
の
で
春
闘
課

題
と
切
り
離
し
て
継
続
協
議
と

し
た
い
。

・
「
月
一
回
の
日
曜
不
稼
働
日

…
」
に
つ
い
て
は
、
一
律
に
休

日
化
は
難
し
く
、
各
港
・
各
企

業
の
現
状
を
見
極
め
た
う
え
で

労
使
協
議
を
行
い
た
い
。

・
港
湾
労
働
者
保
障
基
金
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

に
よ
る
専
門
委
員
会
を
立
ち
上

げ
検
討
し
た
い
。

・
指
定
事
業
体
に
つ
い
て
は
、

検
数
・
検
定
小
委
員
会
事
務
折

衝
で
、
港
湾
で
働
く
関
連
会
社

職
員
の
採
用
を
実
施
し
て
い
く

と
聞
い
て
い
て
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

・
石
炭
火
力
関
係
連
絡
会
議
に

お
い
て
は
、
今
後
も
毎
年
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
も
国
交
省
に
開
催
を
申
し

入
れ
、そ
の
中
で
対
応
し
た
い
。

組
合
側
は
、
業
側
回
答
に
つ

い
て
、
要
旨
次
の
反
論
と
苦
言

を
行
っ
た
。

・
高
裁
で
の
判
決
は
「
控
訴
棄

却
」
と
な
っ
た
と
の
報
告
が
入

っ
た
。
組
合
側
の
勝
利
を
報
告

す
る
。

・
良
好
な
労
使
関
係
を
望
む
な

ら
、
上
告
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

・
19
春
闘
の
産
別
最
賃
要
求
に

回
答
で
き
る
の
な
ら
、
な
ぜ
今

の
要
求
に
答
え
ら
れ
な
い
の

か
。
こ
れ
は
業
界
全
体
に
問
い

か
け
て
い
る
。

・
労
調
法
の
手
続
き
は
終
わ
り
、

い
つ
で
も
行
動
に
入
れ
る
こ
と

を
付
言
す
る
。

・
労
働
組
合
権
の
侵
害
と
な
ら

な
い
と
い
う
が
、
交
渉
が
出
来

て
い
な
い
こ
と
が
、
侵
害
で
、

そ
の
認
識
に
立
て
な
い
の
は
、

異
常
で
あ
る
。

・
労
働
時
間
短
縮
問
題
は
、
具

体
的
に
ど
う
取
り
組
む
か
と
い

う
方
向
が
必
要
だ
。
週
休
二
日

制
実
施
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

は
恥
で
は
な
い
か
。

・
帆
諸
基
金
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
25
春
闘
協
定
で
す
で
に
専

門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
が
問
題
で
、
業
側
の
認
識
を

改
め
る
べ
き
だ
。

施
設
の
安
定
運
営
が
大
事
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
た
の
だ
か

ら
、
料
金
改
定
が
進
め
ら
れ
る

中
で
日
港
協
が
主
体
的
に
福
利

基
金
の
値
上
げ
も
並
行
し
て
取

り
組
む
べ
き
だ
。

・
石
炭
火
力
発
電
所
の
問
題
で

年
1
回
の
協
議
開
催
で
対
応
す

る
と
の
回
答
、
国
の
政
策
に
よ

る
脱
炭
素
化
に
よ
り
雇
用
問
題

が
大
き
く
発
生
す
る
状
況
で
、

年
1
回
で
問
題
解
決
で
き
る
の

か
を
考
え
る
と
怒
り
と
不
安
を

覚
え
る
。
こ
う
い
う
問
題
に
つ

い
て
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
や
っ

て
い
か
な
い
と
若
い
人
に
魅
力

あ
る
職
場
に
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

・
回
答
促
進
の
た
め
に
戦
術
行

使
の
検
討
に
入
る
。
こ
れ
を
通

告
と
し
て
文
書
で
出
す
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
全
国
港
湾
の
行

動
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
通
告
と
し
た

い
。

・
次
回
団
交
を
3
月
25
、
26
日

あ
た
り
に
し
た
い
、
業
側
の
意

見
は
ど
う
か
。

業
側
は
、
組
合
側
の
提
案
に

対
し
て
一
時
躊
躇
し
た
が
、
3

月
26
日
の
開
催
で
同
意
し
た
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
流
動
的
要

素
が
あ
る
と
付
け
加
え
た
い
と

し
た
。

組
合
側
は
、
こ
れ
を
了
承
し

て
団
交
を
狩
猟
し
た
。

（
14
時
35
分
終
了
）

日
本
港
運
協
会
に
よ
る
独
占

禁
止
法
を
口
実
と
し
た
産
別
最

低
賃
金
に
関
す
る
団
体
交
渉
拒

否
問
題
に
つ
い
て
、
3
月
12
日

（
木
）
に
東
京
高
裁
か
ら
原
告

で
あ
る
日
港
協
の
請
求
を
棄
却

す
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
全
国
港
湾
と
港
運

同
盟
は
3
月
13
日
（
金
）
13
時

30
分
か
ら
合
同
記
者
会
見
を
開

催
し
た
。

記
者
会
見
に
は
港
湾
業
界
専

門
紙
の
記
者
を
は
じ
め
、
多
数

の
マ
ス
コ
ミ
や
関
係
省
庁
の
担

当
者
が
訪
れ
た
こ
と
や
、
全
国

の
仲
間
も
リ
モ
ー
ト
参
加
で
会

見
を
観
て
い
た
こ
と
か
ら
も
注

目
度
の
高
い
記
者
会
見
と
な
っ

た
。
会
見
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し

た
竹
内
委
員
長
は
弁
護
団
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と『
完
全
勝
利
』

を
宣
言
。
そ
の
後
、
昨
日
開
催

さ
れ
た
第
2
回
中
央
港
湾
団
交

で
日
本
港
運
協
会
に
対
し
、
こ

れ
以
上
の
上
告
を
し
な
い
よ
う

強
く
主
張
し
た
。
ま
た
、
19
春

闘
で
の
産
別
最
低
賃
金
の
仮
協

定
を
締
結
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
な
ぜ
係
争
を
続
け
る
の
か

を
問
い
た
だ
す
と
同
時
に
、
こ

れ
以
上
の
係
争
を
容
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、

我
々
は
今
後
、
行
動
を
も
っ
て

た
た
か
っ
て
い
く
覚
悟
が
あ

る
。
全
国
の
仲
間
も
全
国
港
湾

・
港
運
同
盟
に
結
集
し
、
一
糸

乱
れ
ぬ
団
結
の
チ
カ
ラ
を
お
願

い
し
た
い
と
力
強
く
あ
い
さ
つ

し
た
。

そ
の
後
、
労
働
側
弁
護
団
か

ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
説
明
、

参
加
し
た
記
者
か
ら
の
質
疑
応

答
な
ど
を
受
け
、
14
時
20
分
に

全
国
港
湾
・
港
運
同
盟
合
同
記

者
会
見
を
終
え
た
。

高
額
医
療
費

の
見
直
し
に
関

す
る
具
体
策
が

決
定
し
、
8
月

か
ら
高
額
医
療

費
の
自
己
負
担

額
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
▼
高
額
な
医
療
費
に
対

し
、
自
己
負
担
額
の
上
限
を
定

め
、
超
え
た
分
を
払
い
戻
す
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
石
破
内
閣
は
昨
年
、
負
担

額
の
大
幅
引
き
上
げ
の
決
定
を

凍
結
し
た
が
、
高
市
内
閣
は
凍

結
を
解
除
す
る
▼
現
行
制
度
で

は
概
ね
、
所
得
が
約
3
7
0
万

円
〜
約
7
7
0
万
円
で
、
月
の

自
己
負
担
の
上
限
は
8
万
7
千

円
程
度
だ
が
、
今
年
8
月
と
来

年
8
月
に
か
け
て
最
大
38
％
引

き
上
げ
る
方
向
だ
。
政
府
は
制

度
の
持
続
の
た
め
と
い
う
。
厚

生
労
働
省
は
、
こ
の
事
に
よ
っ

て
保
険
に
よ
る
医
療
給
付
と
公

費
支
出
を
計
2
4
5
0
億
円
減

ら
せ
る
と
試
算
し
て
い
る
。
見

直
し
で
減
る
一
人
当
た
り
の
保

険
料
負
担
は
月
1
2
0
円
程
度

に
過
ぎ
な
い
。
問
題
な
の
は
、

自
己
負
担
引
き
上
げ
に
伴
う

「
受
診
抑
制
」
と
し
て
1
0
7

0
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
こ

と
。
治
療
を
断
念
す
る
人
の
増

加
を
あ
て
こ
ん
で
い
る
の
だ
▼

医
師
団
体
が
制
度
利
用
者
に
聞

い
た
調
査
で
は
、
治
療
中
に
年

収
が
1
0
0
万
円
以
上
減
っ
た

と
い
う
人
は
約
5
割
。
働
き
な

が
ら
治
療
す
る
子
育
て
中
の
患

者
も
い
る
。
今
苦
し
む
人
を
救

え
な
い
で
何
の
た
め
の
制
度
の

持
続
か
。
そ
ん
な
事
を
許
せ
ば

こ
の
先
も
人
を
救
わ
な
い
制
度

に
な
る
。
高
市
首
相
に
、
「
命

を
守
れ
」
の
声
を
示
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

「
個
別
タ
テ
割
」は
回
答
で
は
な
い
！

「
個
別
タ
テ
割
」は
回
答
で
は
な
い
！

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp
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２
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第
２
回
中
央
港
湾
団
交
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